
　石川県の友好交流地域であるロシア・

イルクーツク州から昨年9月、3頭のバイ

カルアザラシが寄贈され、10月からいし

かわ動物園で公開されています。11月に

は愛称も決まり、オスの「バイカル」、メス

の「アーニャ」と「ターニャ」は、愛くるし

い姿で早くも動物園の人気者になってい

ます。

　このたびの展示は、日本ロシア友好促

進石川県議会議員連盟を中心に結成さ

れたイルクーツク州への訪問団がきっか

けです。2016年に、両地域の友好交流

が50周年を迎えたのを記念し、4月に同

州を訪問した際、州知事にバイカルアザ

ラシの寄贈を要請し、快諾されました。

　石川県とイルクーツク州の友好のシン

ボルでもあるバイカルアザラシに、皆さ

んもぜひ、会いに来てください。

きっかけは県議会訪問団

バイカルアザラシ3頭が

ロシアから石川県へ

題字は金沢伏見高等学校1年 北倉 萌さん（書道部）の作品です
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本会議だけではなく、各常任委員会も傍聴すること

ができます。委員会当日に議会庁舎１階で受け付け

ています。詳しくは以下にお問い合わせください。

　厚生文教委員会では、県民の健康福祉、教育に関

する課題について議論しています。具体的には、子

育て支援、介護などの社会福祉や医療の充実、学校

教育、生涯学習、文化財の保護・活用などが挙げられ

ます。例えば、委員会では、本年秋ごろの運航開始に

向けたドクターヘリの調達や、教員の大量退職、大量

採用時代を迎えた中での教員研修体制のあり方などに

ついて活発な質疑応答を交わしました。

　このほか、福祉分野では、新県立中央病院の機

能強化やプレミアム・パスポート事業の２子世帯

への拡大について、教育分野では全国学力・学習

状況調査の結果を受けた学力向上に係る取り組み

や教員の長時間労働の是正などについて議論を深

めました。

各常任委員会では、県政のさまざまな課題を

継続的に審査・調査しており、活動の主な内容

について紹介します。なお、本会議だけではな

く、各常任委員会の質疑応答も、県議会ホーム

ページや県議会図書室で閲覧できます。

総務企画県民委員会

安心して暮らせる社会と

魅力ある地域づくりに向けて

医療・福祉環境の充実や

学力向上、文化財保護などに注力

　総務企画県民委員会では、行財政改革や危機管

理、長期構想やいしかわ創生総合戦略、新幹線・

空港にかかわる交通政策、文化・スポーツの振興

に向けた取り組みなど、幅広いテーマについて議

論しています。具体的には、県有財産の有効活

用、災害時の避難体制や地域防災力の強化、移

住・定住の促進を含めた人口減少対策、並行在来

線や小松空港・のと里山空港の利用促進、文化の

継承・発展、生涯スポーツの推進など、多岐にわ

たる内容について話し合っています。

　また、北陸新幹線金沢開業からまもなく3年が

経過しますが、開業効果を持続・発展させるため

の取り組みや金沢以西の整備などについても活発

な議論を行っています。

厚生文教委員会

　商工観光公安委員会では、次世代産業の創造、企

業誘致の推進、中小企業の振興、県内企業の人材確

保のほか、観光誘客・国際交流の促進、犯罪の抑止、

交通事故の防止などを幅広く議論しています。

　昨年は、景気の拡大基調を背景に有効求人倍率

が全国トップ水準で推移する一方、県内企業の人

手不足が深刻化したことから、学生のＵＩターン

促進の取り組みに加え、女性や高齢者への就業支

援が議題に上りました。さらに、北陸新幹線金沢

開業の効果が持続し、国内外の注目が集まる中、

外国人の誘客を促進するためのインバウンドセミ

ナーの開催、防犯ボランティアと警察の合同パト

ロールや高齢者の交通事故対策についても意見を

交わしました。

環境農林建設委員会

  環境保全や農林水産業の振興、

道路・河川・港湾等の整備に注力

商工業・観光産業の振興や

犯罪・交通事故防止を議論

　環境農林建設委員会では、県民の快適で安全な

暮らしに直結したさまざまな課題を議論していま

す。具体的には、環境保全、県民生活の安全、県

産農林水産物のブランド化、金沢競馬の振興、道

路・河川・港湾等の整備などが挙げられます。

　特に昨年は、イノシシをはじめとする鳥獣被害

対策やジビエの振興、米の新品種「ひゃくまん

穀」など県が開発した農産物の販売促進、多発し

た大雨や台風による道路・河川等の災害復旧対策

等について幅広く議論しました。

　また、昨年10月には、能登地域の県道や農道の

トンネル工事、金沢城公園の鼠多門・鼠多門橋の

復元整備の進捗状況について調査を行いました。

商工観光公安委員会

県政の課題をしっかりチェック

「常任委員会」活動レポート 石川県議会事務局企画調査課

TEL 076（225）1036
お問い
合わせ

常任委員会も傍聴できます!!

北陸新幹線のトンネル工事やスポーツ施設の状況を確認しまし
た

ドクターヘリ運用の先行事例や、文化財修復など、現場の状況も
確認しつつ、議論を深めています

金沢城公園で整備が進む鼠多門・鼠多門橋の復元状況を確認
しました

珠洲市の観光施設である揚げ浜式塩田のほか、警察機動隊の
レンジャー訓練についても現地調査を行い、理解を深めました

ねずみ た   もん
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県議会の活動を伝える広報紙

〒920-8580　金沢市鞍月1丁目1番地

石川県議会ホームページ メールアドレス

gikai@pref.ishikawa.lg.jp

県議会に対する

ご意見・ご提言を
お寄せください。

県議会では、県民の声を取り入れた運営に力を

注いでいます。ご意見やご提言は、下記の

E-mailからもお送りいただけます。

ぜひ皆さまの思いを、県議会にお伝え願います。

平成30年1月16日発行

県議会の傍聴や見学ができます！

※新県立中央病院では、屋上にヘリポー

トを設置しており、本年秋ごろからド

クターヘリの運航を予定しています。

より県民に信頼される
“新県立中央病院”に向けて
県議会で質疑を展開
建て替え工事が終わり、この1月から外来診療が

始まった新県立中央病院（金沢市鞍月）。県民の

健康を守る大切な基幹病院について、県議会では

さまざまな角度から質疑を行いました。

Q.

A.

2016年度中には、車いす使用者用駐車場の工

事を発注する予定と聞く。車いすの方が雨や雪

などの悪天候時でも使いやすい駐車場にする必

要があると思うが、整備内容はどうなるのか。

新県立中央病院では、車いす使用者用駐車場を

現在の2倍となる24台分整備する予定である。

さらに、駐車場は、車いす使用者が構内の道路

を横断することなく安全に移動できる位置に配

置し、正面入り口

のひさしとつなが

る大きな屋根も設

け、雨天時でも濡

れないように配慮

する。

救急現場での迅速な治療や搬送で救命率の向

上につながるドクターヘリは、全国的にも普及

が進んでいる。そこで、救急医の確保についてさ

らに知恵を絞り、新県立中央病院でもドクター

ヘリの導入を検討すべきだ。

ドクターヘリの運用にあたり必要となる医師を確

保できるめどが見えてき

た。こうした状況の変化も

踏まえ、新県立中央病院

へのドクターヘリの導入に

ついても今後、具体的な

検討を重ねていきたい。

Q.

A.

救急医の確保に知恵を絞り
ドクターヘリ導入へ

救急医の確保に知恵を絞り
ドクターヘリ導入へ

悪天候時も、車いすの方が
使いやすい駐車場に

悪天候時も、車いすの方が
使いやすい駐車場に
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